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た
り
。
其
以
前
に
は
未
考
の
哥
二
百
余
首
有
け
り
。
さ
れ
ど
も
、
新
点
を

ば
後
鳥
羽
院
の
御
代
ま
で
あ
ま
ね
く
不
用
。
雖
然
、
今
連
歌
の
寄
合
ば
か

り
に
は
毎
人
用
之
歟
。
詠
哥
に
は
あ
ま
ね
く
は
不
用
也
。
万
葉
の
哥
を
用

事
は
、
定
家
卿
の
家
に
は
用
哥
を
注
出
さ
れ
た
り
。
是
を
可
為
用
哥
云
々
。

四
百
余
首
有
に
や
。
そ
れ
も
哥
一
首
の
中
を
用
捨
せ
ら
れ
て
、
詞
を
貫
出

さ
れ
た
る
也
。（『『
言
塵
集
』
―
本
文
と
研
究
―
』・
汲
古
書
院
に
よ
る
）

了
俊
の
発
言
に
は
彼
自
身
の
和
歌
・
連
歌
に
お
け
る
萬
葉
観
も
含
ま
れ
て
い

よ
う
が
、
和
歌
で
は
仙
覚
本
を
用
い
な
い
こ
と
、
連
歌
で
は
仙
覚
本
が
用
い
ら

れ
て
い
る
ら
し
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
、
ま
た
、
仙
覚
本
の
登
場

に
よ
り
、
和
歌
や
連
歌
に
用
い
る
『
萬
葉
集
』
に
動
き
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も

興
味
深
い
。
そ
し
て
、
連
歌
と
仙
覚
本
と
の
関
係
は
二
条
良
基
（
一
三
二
〇
～

一
二
八
八
）
が
由
阿
（
一
二
九
一
～
一
三
七
五
生
存
）
に
『
萬
葉
集
』
の
講
義

を
依
頼
し
、
貞
治
五
（
一
三
六
六
）
年
に
実
現
し
た
こ
と
と
関
係
す
る
だ
ろ
う（

１
）

。

由
阿
は
『
青
葉
丹
花
抄
』
で
萬
葉
歌
と
連
歌
と
を
関
連
づ
け
た
次
の
注
釈
を
記

し
て
い
る
。

さ
ほ
河
の
水
を
せ
き
あ
け
て
植
し
田
を
か
る
わ
さ
い
ね
は
ひ
と
り
成
へ
し

右
連
歌
の
始
也
。
日
本
記
云
、
日
本
武
尊
甲
斐
國
酒
折
宮
に
て
歌
を
も

て
問
給
ふ
。

秉
燭
者

に
ひ
ま
り
兎
玖
波
を
過
て
い
く
夜
か
ね
つ
る

か
ゝ
な
へ
て
よ
に
は
九
夜
日
ひ
に
は
と
を
か
を

一
・
は
じ
め
に

中
古
と
中
世
に
お
け
る
萬
葉
歌
享
受
の
違
い
、
そ
の
際
た
る
も
の
の
一
つ

に
、
仙
覚
校
訂
本
（
以
下
、「
仙
覚
本
」
と
称
す
る
）
の
有
無
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

仙
覚
は
従
来
の
『
萬
葉
集
』
の
本
文
・
訓
読
を
整
理
し
、
自
ら
の
見
解
を
も
反

映
さ
せ
た
新
た
な『
萬
葉
集
』テ
キ
ス
ト
を
構
築
し
た
。
仙
覚
本
は『
萬
葉
集
』

に
関
心
の
あ
る
中
世
の
人
々
に
読
ま
れ
、
近
世
、
近
代
、
現
代
へ
と
受
け
継
が

れ
て
い
く
。
そ
の
一
方
で
、
中
世
に
書
写
、
披
見
さ
れ
た
非
仙
覚
本
（
嘉
暦
伝

承
本
、
紀
州
本
、
類
聚
古
集
な
ど
）
も
現
存
し
、
中
世
へ
と
継
承
さ
れ
た
王
朝

和
歌
の
歌
書
に
見
え
る
萬
葉
歌
も
ま
た
非
仙
覚
本
の
本
文
で
あ
る
。
非
仙
覚
本

と
仙
覚
本
の
双
方
の
本
文
が
享
受
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
中
世
の
萬
葉
歌
享

受
の
実
態
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
今
川
了
俊
（
一
三
二
六
～
一
四
一
四
頃
）
の

『
言
塵
集
』
に
も
見
え
て
い
る
。

万
葉
集
は
和
謌
の
根
本
な
れ
ど
も
あ
ま
た
の
説
不
同
な
る
故
に
、
そ
む
か

ぬ
正
説
を
知
事
大
事
也
。
凡
は
順
が
注
第
一
也
。
俊
成
・
定
家
・
顕
昭
ば

か
り
也
。
其
後
仙
覚
律
師
と
云
広
材
の
物
、
号
新
点
と
て
こ
と

ぐ
く
注

『
萬
葉
集
抜
書
』と『
宗
祇
萬
葉
抄
』と
の
関
係

―
中
世『
萬
葉
集
』享
受
の
基
礎
的
研
究
の
た
め
に
―
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刻
が
紹
介
さ
れ
た
（『
萬
葉
学
叢
刊
中
世
篇
』・
古
今
書
院
）。『
古
今
和
歌
集
』

『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
注
釈
に
大
き
な
業
績
を
残
す
宗
祇
の
『
萬
葉
集
』
に
関

す
る
足
跡
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
、
和
歌
・
連
歌
研
究
や
『
萬
葉
集
』
伝
来

史
の
研
究
に
お
い
て
十
分
に
意
義
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
宗
祇
の
『
萬
葉
集
』
や
そ
の
理
解
を
知
る
上
で
重
要
な
歌
書
で
あ

り
、
本
稿
で
考
察
す
る
歌
書
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
『
宗
祇

萬
葉
抄
』
に
つ
い
て
、そ
の
性
格
を
明
確
に
述
べ
る
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
古

典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
の
説
明
（
中
嶋
真
也
氏
執
筆
）
を
示
し
て
お
く
。

万
葉
抄
（
室
町
時
代
後
期
注
釈
書
）
宗
祇
抄
、
万
葉
集
抄
、
万
葉
集
注
抄

と
も
。
宗
祇
著
。
文
明
六
（
一
四
七
四
）
年
か
ら
文
明
一
四
年
ま
で
に
成

立
か
。
お
茶
の
水
図
書
館
（
旧
竹
柏
園
蔵
本
）・
彰
考
館
本
な
ど
に
写
本  

が
あ
る
。『
万
葉
集
叢
書
一
〇
』
に
翻
刻
さ
れ
る
。『
万
葉
集
』
か
ら
四  

分
の
一
ほ
ど
の
一
二
〇
〇
首
弱
を
抄
出
し
、
そ
の
三
分
の
一
ほ
ど
に
施
注  

し
て
い
る
。
そ
の
注
の
内
容
は
、
自
説
も
あ
る
が
、
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』、 

由
阿
『
詞
林
采
葉
抄
』
の
説
を
紹
介
、
要
約
す
る
も
の
が
多
い
。
宗
祇
の 

用
い
た
『
万
葉
集
』
に
関
し
て
は
、
訓
読
の
み
に
依
拠
し
た
、
次
点
本
に  

依
っ
た
、
寛
元
本
に
依
っ
た
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
推
測
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い  

る
。
ま
た
、『
新
古
今
集
』の
影
響
の
強
さ
も
見
届
け
ら
れ
る
。『
万
葉
集
』

を
抄
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
万
葉
集
』
そ
の
も
の
と
勅
撰
和
歌
集
と
を

並
べ
立
て
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
新
た
な
テ
キ
ス
ト
を
生
み
出
す
こ
と
に

な
っ
た
宗
祇
の
営
為
の
意
義
を
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

連
歌
の
最
初
也
。（『
萬
葉
学
叢
刊
中
世
篇
』・
古
今
書
院
に
よ
る
）

連
歌
と
仙
覚
本
の
つ
な
が
り
は
由
阿
と
良
基
と
の
関
わ
り
か
ら
す
で
に
生
じ

て
い
た
。
良
基
は
そ
の
後
の
康
暦
年
間
（
一
三
七
九
～
一
三
八
一
）
に
『
萬
葉

集
』
の
講
義
を
自
ら
行
っ
て
い
る
（
万
葉
集
聞
書
抄
）。『
言
塵
集
』
は
応
永
十

三
（
一
四
〇
六
）
年
五
月
ご
ろ
に
は
第
一
次
本
（
初
稿
本
）
が
完
成
し
、
以
後

改
訂
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

２
）

。『
言
塵
集
』
の
記
述
は
良
基

の
『
萬
葉
集
』
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
以
後
の
、
連
歌
師
た
ち
に
影
響
を
与

え
つ
つ
あ
っ
た
仙
覚
本
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う（

３
）

。
な
お
、
仙
覚
文
永

十
年
本
に
禁
裏
御
本
（
文
永
本
を
底
本
と
し
て
寛
元
本
を
校
合
し
た
本
）
の
内

容
を
書
き
入
れ
た
と
さ
れ
る
京
都
大
学
本
の
書
写
奥
書
に
は
、
由
阿
の
名
と
と

も
に
今
川
範
政
（
一
三
八
四
～
一
四
三
三
）
の
名
も
見
え
る
。
彼
に
と
っ
て
了

俊
は
大
叔
父
に
あ
た
り
、
ま
た
、
範
政
本
人
は
禁
裏
御
本
を
作
成
し
た
人
物
で

も
あ
っ
た（

４
）

。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
、
和
歌
、
連
歌
と
も
に
大
き
な
功
績
を
残
す

宗
祇
（
一
四
二
一
～
一
五
〇
二
）
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
・
宗
祇
編
抄
出
本
『
萬
葉
集
』
と
い
う
仮
説

宗
祇
は
中
世
を
代
表
す
る
文
化
人
の
一
人
で
あ
り
、
後
世
へ
の
影
響
も
極
め

て
大
き
い
。
彼
の
残
し
た
著
作
は
多
数
に
及
ぶ
が
、
そ
の
中
に
は
『
萬
葉
集
』

に
関
連
す
る
歌
書
も
あ
る
。『
萬
葉
抄
』
と
称
さ
れ
る
そ
れ
は
（
以
下
、『
宗
祇

萬
葉
抄
』
と
称
す
る
）、
早
く
も
昭
和
三
年
に
佐
佐
木
信
綱
に
よ
っ
て
全
文
翻
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『
宗
祇
萬
葉
抄
』に
は
、そ
の
成
立
よ
り
前
に
宗
祇
に
よ
る
抄
出
本『
萬
葉
集
』

が
存
在
し
、
宗
祇
は
そ
の
歌
書
に
注
釈
を
加
え
て
い
っ
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
。

こ
の
見
解
は
早
く
小
島
氏
が
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
小
島
氏
の
見
解
を
受
け

て
両
角
氏
が
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
成
立
過
程
の
問

題
は
本
稿
と
直
接
関
わ
る
た
め
少
し
詳
し
く
述
べ
て
お
き
た
い
。

小
島
氏
、
両
角
氏
は
、
ま
ず
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
奥
書
か
ら
本
書
よ
り
前
に

抄
出
本
『
萬
葉
集
』
が
存
在
し
た
こ
と
を
推
測
す
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
。

①
【
宗
祇
萬
葉
抄
】（
以
下
、『
萬
葉
学
叢
刊
中
世
篇
』
に
よ
る
）

私寫
本
ニ
如
此
（
イ
ア
リ
）

云
、
借
用
註
本
是
ま
て
少
々
書
う
つ
し
侍
ぬ
。
彼
本
す
ゑ

く
の
巻
は

事
の
外
大
や
う
に
て
、
こ
れ
そ
と
思
ふ
事
侍
ら
ぬ
ま
ゝ
、
愚
本
ぬ
き
書
の

う
ち
其
理
心
え
侍
ら
ぬ
歌
お
ほ
く
侍
り
。
し
か
れ
と
も
大
か
た
に
て
先
し

る
し
を
は
る
所
也
。
此
あ
ら
ま
し
を
思
ひ
た
ち
侍
る
折
ふ
し
、
思
か
け
ぬ

み
た
り
心
ち
の
事
あ
り
て
、
を
こ
た
り
な
か
ら
、
犹
我
身
と
も
な
き
や
う

に
侍
れ
と
も
、
思
ひ
た
ち
し
末
を
と
け
ん
と
は
か
り
書
○

（
付
イ
）

侍
ぬ
。
さ
た

め
て
か
き
ち
か
へ
な
と
お
ほ
か
る
へ
く
覺
え
侍
り
ぬ
。
萬
一
御
一
見

（
覧
イ
）の
人

は
御
筆
を
く
は
へ
給
へ
き
者
也
。（
傍
線
は
稿
者
。
以
下
同
じ
）

冒
頭
の
文
意
は
取
り
が
た
い
が
、
小
島
氏
、
両
角
氏
に
よ
れ
ば
「
私
云
」
と

は
宗
祇
自
身
、「
借
用
註
本
」
は
宗
祇
が
借
り
た
仙
覚
『
萬
葉
集
註
釈
』
の
こ

と
で
、
そ
れ
を
「
愚
本
ぬ
き
書
」
に
適
宜
書
き
記
し
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ

の
冒
頭
が
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
奥
書
に
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
と
い
う
。『
宗

祇
萬
葉
抄
』
の
注
釈
に
は
『
萬
葉
集
註
釈
』
の
影
響
が
強
く
認
め
ら
れ
、
ま
た
、

『
宗
祇
萬
葉
抄
』
に
は
、小
島
吉
雄
氏
「
宗
祇
と
兼
載
の
萬
葉
集
研
究
」（『
萬

葉
集
大
成
11
』
特
殊
研
究
篇
・
平
凡
社
・
一
九
五
八
）、両
角
倉
一
氏
「『
万
葉
集
』

の
享
受
」（『
宗
祇
連
歌
の
研
究
』・
笠
間
書
院
・
一
九
八
五
）、
小
川
靖
彦
氏
『
萬

葉
学
史
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
・
二
〇
〇
七
）
な
ど
の
論
考
及
び
、
渋
谷
虎
雄

氏
の
『
古
文
献
所
収
万
葉
和
歌
集
成　

室
町
前
期
』（
桜
楓
社
・
一
九
八
四
）、『
日

本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
）
の
「
萬
葉
抄
」
の
項
目
が
先
行
研
究
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
実
態
や
そ
の
評
価
は
明
確
に
は
定
ま
っ
て
い
な
い

現
状
が
あ
る
。
と
く
に
、
そ
の
萬
葉
歌
本
文
は
、
非
仙
覚
本
に
依
拠
し
た
と
す

る
見
解
（
小
川
氏
、
渋
谷
氏
）、
仙
覚
本
に
依
拠
し
た
と
す
る
見
解
（
小
島
氏
）、

仙
覚
本
の
う
ち
寛
元
本
系
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
見
解
（
小
川
氏
）
な
ど
諸
説

あ
る
上
に
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
萬
葉
歌
本
文
に
は
宗
祇
に
よ
る
改
変
本
文
を

含
む
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
渋
谷
氏
、
小
川
氏
）。

諸
氏
の
見
解
か
ら
、
宗
祇
が
萬
葉
歌
本
文
に
対
し
て
能
動
的
に
関
与
し
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
反
面
、
そ
の
元
と
な
っ
た
本
文
の
性
格
は
見
え
づ
ら
い
と
い

う
の
が
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
実
態
な
の
で
あ
ろ
う（

５
）

。
し
た
が
っ
て
、
宗
祇
が
ど

の
よ
う
な
『
萬
葉
集
』
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
そ
の
中
で
結
実
し
た
宗
祇

の
歌
書
に
は
彼
の
『
萬
葉
集
』
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
理
解
が
認
め
ら
れ
る
の

か
な
ど
、
宗
祇
の
『
萬
葉
集
』
享
受
に
は
検
討
さ
れ
る
べ
き
事
柄
が
依
然
と
し

て
多
く
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
つ
に
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の

成
立
過
程
の
問
題
が
あ
る
。
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ら
ば
、
そ
の
い
わ
れ
を
是
非
と
も
書
き
入
れ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。「
愚
意
」
の
「
愚
」
と
は
宗
祇
の
こ
と
と
考
え
て
よ
く
、「
注
」「
此
注
」

が
何
を
指
す
か
が
問
題
に
な
る
が
、
両
角
氏
は
「
此
注
」
が
『
萬
葉
集
註
釈
』

を
指
す
と
述
べ
る
。
こ
の
点
は
①
奥
書
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

う
す
る
と
、「
自
然
注
な
と
を
も
見
侍
や
」
の
「
注
な
と
」
に
も
『
萬
葉
集
註
釈
』

を
含
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
岸
の
は
に
ふ
」
に
関
心
を
持
っ
た
宗
祇
は
『
萬
葉
集
註
釈
』

な
ど
の
注
釈
書
に
説
明
が
あ
る
と
予
想
し
、
こ
の
萬
葉
歌
を
「
抄
書
」
に
加
え

た
が
、
い
ざ
実
際
に
『
萬
葉
集
註
釈
』
を
見
る
と
「
岸
の
は
に
ふ
」
の
注
釈
は

な
か
っ
た
と
い
う
展
開
が
考
え
ら
れ
る
。「
岸
の
は
に
ふ
」の
歌
は
①
奥
書
の「
愚

本
ぬ
き
書
の
う
ち
其
理
心
え
侍
ら
ぬ
歌
」
の
一
例
と
い
え
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、

②
の
注
釈
の
「
抄
書
」
は
奥
書
の
「
愚
本
ぬ
き
書
」
と
対
応
し
、
こ
の
注
釈
に

は
『
萬
葉
集
』
か
ら
歌
を
選
択
す
る
、
そ
し
て
、
そ
の
後
に
『
萬
葉
集
註
釈
』

を
確
認
す
る
と
い
う
行
為
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
両
角
氏
の

指
摘
の
よ
う
に
、「
抄
書
に
く
は
へ
」
に
も
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
以
前
に
存
在
し

た
抄
出
本
『
萬
葉
集
』
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
①
奥
書
、
②
注
釈
と
い
っ
た
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
記
述
か
ら

抄
出
本
『
萬
葉
集
』
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
是
非
に
つ
い
て
は
考
察
の
対

象
と
な
る
。
そ
し
て
、こ
の
問
題
に
直
接
関
係
す
る
歌
書
が
本
稿
で
述
べ
る『
萬

葉
集
抜
書
』
で
あ
り
、
本
稿
の
目
的
は
『
萬
葉
集
抜
書
』
と
『
宗
祇
萬
葉
抄
』

と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

彼
の
注
釈
に
は
「
私
云
」
と
記
す
例
も
散
見
す
る
。
小
島
氏
、
両
角
氏
の
見
解

は
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
内
容
と
奥
書
の
関
係
に
基
づ
い
た
妥
当
な
解
釈
と
判
断

さ
れ
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
注
釈
が
『
萬
葉
集
註
釈
』
を
軸
と
し
て
い
た
ら
し

い
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
た
だ
、
宗
祇
が
『
萬
葉
集
註
釈
』
に
満
足
し
て
い
な

い
こ
と
も
奥
書
に
見
え
、そ
の
こ
と
は
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
注
釈
の
全
て
が
『
萬

葉
集
註
釈
』
の
抜
き
書
き
で
は
な
い
こ
と
と
関
連
し
よ
う
。
な
お
、
奥
書
に
は

宗
祇
が
注
釈
を
記
す
最
中
に
不
慮
の
出
来
事
（
病
気
で
あ
ろ
う
か
）
に
見
舞
わ

れ
た
よ
う
で
、
そ
れ
を
こ
ら
え
な
が
ら
注
釈
を
書
き
続
け
て
い
た
こ
と
も
記
さ

れ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
奥
書
の
「
愚
本
ぬ
き
書
」
か
ら
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
以
前
に
宗

祇
に
よ
る
抄
出
本
『
萬
葉
集
』
の
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
両
角
氏
は
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
注
釈
か
ら
も
抄
出
本
『
萬
葉
集
』
の
存

在
が
想
定
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
そ
れ
が
次
の
例
（
７
一
一
四
六
）
で
あ
る
。

②
【
宗
祇
萬
葉
抄
】

め
つ
ら
し
き
人
を
我
家
に
住
よ
し
の
岸
の
は
に
ふ
をの

カ

み
ん
よ
し
も
哉

此
き
し
の
は
に
ふ
と
云
事
愚
意
心
得
か
た
き
に
よ
り
、
自
然
注
な
と

を
も
見
侍
や
と
て
抄
書
に
く
は
へ
侍
れ
と
も
、
此
注
に
も
な
し
。
御

存
知
の
人
あ
ら
は
い
は
れ
を
可
書
入
給
也
。
異
本
有
。

注
釈
の
内
容
は
、
萬
葉
歌
の
「
岸
の
は
に
ふ
」
が
自
分
に
は
理
解
で
き
ず
、

そ
の
う
ち
「
注
な
と
」
を
も
見
る
こ
と
と
思
い
「
抄
書
」
に
書
き
加
え
た
が
、

「
此
注
」
に
も
見
え
な
い
。
も
し
、「
岸
の
は
に
ふ
」
を
知
る
人
が
い
た
ら
な
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お
、
本
文
は
底
本
と
の
校
合
が
丁
寧
に
な
さ
れ
て
お
り
、
書
写
の
際
の
誤
脱
・

誤
写
が
朱
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
一
紙
表
に
は
「
靄
隅
文
庫
」
及
び
「
横
地
氏
珍
蔵
記
」
の
朱
印
が

押
さ
れ
て
い
る
。「
横
地
」
と
は
横
地
石
太
郎
の
こ
と
で
金
沢
出
身
の
教
育
者
。

「
靄
隈
文
庫
」
も
横
地
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
彼
は
東
京
開
成
学
校
卒
業
後
、
明

治
二
十
七
年
、
三
十
三
歳
で
松
山
中
学
の
嘱
託
教
諭
と
な
り
、
翌
明
治
二
十
八

年
に
は
松
山
中
学
の
教
頭
と
な
る
。
こ
の
教
頭
時
代
の
同
僚
に
夏
目
漱
石
が
お

り
、
彼
は
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
に
登
場
す
る
「
赤
シ
ャ
ツ
」
の
モ
デ
ル
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
な
お
、
表
紙
と
第
一
紙
の
間
に
は
本
文
と
は
別
筆
で
メ
モ
書
き
の

よ
う
な
も
の
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
一
部
判
読
し
に
く
い
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の

内
容
は
『
萬
葉
集
抜
書
』
が
誰
の
著
作
か
分
か
ら
ず
、
家
本
の
「
牡
丹
花
集
」

（『
奈
良
之
葉
』
か
）
に
似
て
い
る
が
、実
際
に
歌
の
有
無
を
比
較
す
る
と
『
萬

葉
集
抜
書
』
に
見
え
る
「
牡
丹
花
集
」
の
歌
は
少
な
い
と
あ
る
。
本
文
と
別
筆

だ
が
筆
者
は
不
明
で
あ
る
。

『
萬
葉
集
抜
書
』
に
は
「
文
明
八
年
丙
申
五
月
廿
一
日　

宗
重
」
の
奥
書
が

あ
る
。「
宗
重
」
な
る
人
物
は
未
詳
だ
が
、こ
の
名
は
墨
で
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
石
川
武
美
記
念
図
書
館
所
蔵
本
が
文
明
八
年

（
一
四
七
六
）
書
写
の
本
文
を
伝
え
、
渋
谷
氏
の
書
写
状
況
に
古
態
が
認
め
ら

れ
る
と
い
う
見
解
も
首
肯
で
き
る
た
め
、
奥
書
の
年
代
と
同
時
期
の
可
能
性
を

含
め
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
戦
国
時
代
あ
た
り
の
書
写
と
思
わ
れ
る
。『
宗
祇

萬
葉
抄
』
の
成
立
は
文
明
六
（
一
四
七
四
）
年
か
ら
文
明
十
四
（
一
四
八
二
）

三
・『
萬
葉
集
抜
書
』
と
『
宗
祇
萬
葉
抄
』（
そ
の
一
）

『
萬
葉
集
抜
書
』
は
渋
谷
氏
の
『
古
文
献
所
収
万
葉
和
歌
集
成　

室
町
前
期
』

に
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
は
い
た
が
、
さ
ほ
ど
関
心
を
集
め
て
こ
な
か
っ
た
歌
書
で

あ
る
。
そ
の
存
在
に
気
づ
き
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
と
の
関
係
を
始
め
て
指
摘
し
た

の
は
小
川
氏
で
、『
萬
葉
学
史
の
研
究
』
の
補
注
で
本
書
が
『
宗
祇
萬
葉
抄
』

と
か
な
り
近
い
関
係
を
も
つ
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
萬
葉
集
抜
書
』
の

具
体
的
な
内
容
な
ど
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

現
在
、『
萬
葉
集
抜
書
』
と
題
す
る
歌
書
は
複
数
現
存
す
る
が
、
小
川
氏

が
、
そ
し
て
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
『
萬
葉
集
抜
書
』
と
は
、
石
川
武
美
記
念

図
書
館
所
蔵
（
旧
お
茶
の
水
図
書
館
所
蔵
）
及
び
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
の
も
の

で
あ
る
。
両
伝
本
の
『
萬
葉
集
抜
書
』
の
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
は
す
で
に
渋

谷
氏
が
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
渋
谷
氏
の
見
解
を
ふ
ま
え
る
か
た
ち

で
、
石
川
武
美
記
念
図
書
館
所
蔵
本
の
体
裁
等
を
確
認
し
て
お
く
。
石
川
武
美

記
念
図
書
館
所
蔵
『
萬
葉
集
抜
書
』
は
竹
柏
園
旧
蔵
、
縦
二
五
㎝
、
横
一
八
㎝

の
袋
綴
本
で
、
薄
茶
色
の
表
紙
に
「
萬
葉
集
和
歌
抄
出
」
と
墨
で
記
し
、
そ
の

下
に
二
字
ほ
ど
空
け
て
「
牡
丹
花
撰
歟
」
と
墨
で
記
す
。「
牡
丹
花
」
と
は
牡

丹
花
肖
柏
（
一
四
四
三
～
一
五
二
七
）
の
こ
と
で
、
室
町
時
代
後
期
に
活
躍
し

た
連
歌
師
・
歌
人
で
あ
る
。
表
紙
を
開
い
た
第
一
紙
表
か
ら
本
文
が
始
ま
り
遊

紙
は
な
い
。
内
題
は
「
萬
葉
集
抜
書
」
で
、
毎
半
葉
十
行
で
本
文
を
記
す
。
な
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も     右
作
者
未
詳

【
宗
祇
萬
葉
抄
】

神
龜
二
年
乙
丑
春
三
月
幸
三
香
原
離
宮
時
得
娘
子
歌

此
夜
半
の
早
く
あ
く
れ
は
す
へ
を
な
み
秋
の
も
ゝ
夜
を
ね
か
ひ
つ
る
か
も      

右
作
者
未
詳

【
萬
葉
集
】（『
補
訂
版　

萬
葉
集
』（
塙
書
房
）
に
よ
る
）

Ⓐ
神
龜
元
年
甲
子
冬
十
月
幸
紀
伊
國
之
時
為
贈
従
駕
人
所
誂
娘
子
作
歌
一

　

首
并
短
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
三
～
五
四
五
題
詞
）

Ⓑ
二
年
乙
丑
春
三
月
三
香
原
離
宮
之
時
得
娘
子
作
歌
一
首
并
短
歌　

笠
朝

　

臣
金
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
六
～
五
四
八
題
詞
）

Ⓒ
五
年
戊
辰
大
宰
少
貳
石
川
足
人
朝
臣
遷
任
餞
于
筑
前
國
蘆
城
驛
家
歌
三

　

首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
九
～
五
五
一
題
詞
）

Ⓓ
右
三
首
作
者
未
詳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
九
～
五
五
一
左
注
）

③
の
例
は
歌
本
文
・
題
詞
・
左
注
全
て
が
『
萬
葉
集
抜
書
』『
宗
祇
萬
葉
抄
』

と
も
同
本
文
で
あ
る
。
だ
が
、
③
に
見
え
る
題
詞
・
左
注
を
『
萬
葉
集
』
と
比

べ
る
と
い
く
つ
か
違
い
が
見
出
せ
る
。
ま
ず
、『
萬
葉
集
抜
書
』『
宗
祇
萬
葉
抄
』

の
題
詞
は
そ
の
内
容
か
ら
『
萬
葉
集
』
の
題
詞
Ⓑ
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、両
書
の
題
詞
は「
神
亀
」か
ら
始
ま
り
、『
萬
葉
集
』の
題
詞
Ⓑ
は「
二

年
」
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
場
合
、『
萬
葉
集
』
の
Ⓑ
の
一
つ
前
の
題
詞
Ⓐ
に
「
神

龜
」
と
あ
る
こ
と
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。『
萬
葉
集
抜
書
』『
宗
祇
萬
葉
抄
』

年
の
間
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
が
宗
祇
の
著
作
で
あ
り
『
宗
祇
萬
葉
抄
』

と
密
接
に
関
係
す
る
な
ら
ば
、
宗
祇
の
生
存
に
近
い
時
期
の
書
写
に
か
か
る
宗

祇
関
連
の
歌
書
と
い
う
点
で
極
め
て
重
要
な
資
料
と
い
え
る
。

さ
て
、『
萬
葉
集
抜
書
』
は
『
萬
葉
集
』
か
ら
萬
葉
歌
を
一
〇
六
九
首
抄
出

し
た
歌
書
で
、
抄
出
し
た
萬
葉
歌
を
『
萬
葉
集
』
の
歌
順
に
従
っ
て
配
列
し
、

幾
分
漢
字
を
交
え
な
が
ら
主
に
仮
名
で
表
記
す
る
。
ま
た
、
抄
出
し
た
萬
葉
歌

に
は
『
萬
葉
集
』
に
存
す
る
題
詞
や
左
注
も
お
お
む
ね
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

表
記
は
漢
字
で
あ
る
他
、
歌
本
文
に
は
萬
葉
歌
の
漢
字
本
文
の
一
部
が
傍
記
さ

れ
た
例
も
散
見
す
る
。
一
方
、
注
釈
は
ご
く
わ
ず
か
に
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、『
萬
葉
集
抜
書
』
と
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
を
比
較
し
た
と
き
、
ま

ず
注
目
さ
れ
る
の
が
両
書
の
近
さ
で
あ
る
。『
萬
葉
集
抜
書
』
の
総
歌
数
は
一

〇
六
九
首
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
に
認
め
ら
れ
な
い
萬
葉
歌

は
わ
ず
か
二
首
に
す
ぎ
な
い
。『
宗
祇
萬
葉
抄
』
に
は
『
萬
葉
集
抜
書
』
の
ほ

ぼ
全
て
の
萬
葉
歌
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、『
萬
葉
集
抜
書
』
が
萬
葉
歌
は
仮
名

漢
字
交
じ
り
で
、
題
詞
・
左
注
は
漢
字
で
表
記
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
こ

れ
も
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
と
同
様
で
、
萬
葉
歌
に
傍
記
さ
れ
た
漢
字
本
文
も
共
通

す
る
例
が
多
い
。
そ
し
て
、
両
書
の
題
詞
・
左
注
の
本
文
も
よ
く
一
致
し
、
な

か
に
は
次
の
よ
う
な
例
（
３
五
四
八
）
も
認
め
ら
れ
る
。

③
【
萬
葉
集
抜
書
】　

神
亀
二
年
乙
丑
春
三
月
幸
三
香
原
離
宮
時
得
娘
子
哥

此
よ
は
の
は
や
く
あ
く
れ
は
す
へ
を
な
み
秋
の
も
ゝ
夜
を
ね
か
ひ
つ
る
か
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両
書
を
確
認
す
る
と
、『
萬
葉
集
抜
書
』
は
「
羈
旅
哥
」
の
下
に
、『
宗
祇
萬

葉
抄
』
は
「
な
こ
の
」
の
右
傍
に
注
釈
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
摂
津
国
」
と
「
津

國
」
で
は
本
文
が
少
し
異
な
る
け
れ
ど
も
同
内
容
と
見
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
、

『
萬
葉
集
抜
書
』
に
見
え
る
少
数
の
注
釈
は
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
に
全
て
確
認
で

き
る
。
な
お
、
こ
の
注
釈
は
仙
覚
『
萬
葉
集
註
釈
』
が
当
該
歌
に
「
ナ
コ
ノ
ウ

ミ
摂
津
國
」
と
記
す
こ
と
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う（

７
）

。

こ
の
よ
う
に
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
は
『
萬
葉
集
抜
書
』
の
ほ
ぼ
全
て
の
歌
を

含
み
、
萬
葉
歌
に
記
さ
れ
た
題
詞
・
左
注
の
変
容
も
一
致
し
、
共
通
す
る
注
釈

も
確
認
さ
れ
る
な
ど
、両
書
は
極
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
る
。そ
の
一
方
で
、『
宗

祇
萬
葉
抄
』
は
『
萬
葉
集
抜
書
』
よ
り
も
約
九
〇
首
ほ
ど
萬
葉
歌
が
多
い
。
こ

の
違
い
は
、
抄
出
本
『
萬
葉
集
』
に
注
釈
を
記
す
過
程
で
歌
が
追
加
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
一
方
で
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
か
ら
注
釈
や
萬
葉
歌
の
一
部
を
削
除

し
、抄
出
本
『
萬
葉
集
』
を
再
構
成
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
宗
祇
萬
葉
抄
』

に
は
萬
葉
歌
と
そ
の
注
釈
の
み
を
抄
出
し
た
略
本
と
い
わ
れ
る
も
の
も
現
存
す

る
。
両
書
の
関
係
が
「
抄
出
本
→
注
釈
書
」
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
な
の

か
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

四
・『
萬
葉
集
抜
書
』
と
『
宗
祇
萬
葉
抄
』（
そ
の
二
）

『
宗
祇
萬
葉
抄
』
以
前
に
宗
祇
に
よ
る
抄
出
本
『
萬
葉
集
』
が
存
在
し
た
と

い
う
推
測
は
、
小
島
氏
、
両
角
氏
に
よ
る
見
解
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
が
①
奥
書

の
「
神
亀
」
は
、
こ
の
題
詞
Ⓐ
の
「
神
龜
」
を
ふ
ま
え
て
題
詞
Ⓑ
の
冒
頭
に
付

け
加
え
た
も
の
で
、
こ
こ
に
両
書
そ
ろ
っ
て
情
報
の
追
加
に
よ
る
『
萬
葉
集
』

本
文
の
変
更
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、『
萬
葉
集
抜
書
』『
宗
祇
萬
葉
抄
』
は
と
も
に
作
者
名
が
な
く
左
注
に

「
作
者
未
詳
」
と
記
す
。
と
こ
ろ
が
、『
萬
葉
集
』
に
よ
る
と
、
当
該
歌
は
長

歌
（
五
四
六
）
の
後
に
あ
る
反
歌
の
二
首
目
で
作
者
は
笠
朝
臣
金
村
で
あ
る
。

両
書
に
は
あ
る
べ
き
作
者
名
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に

『
萬
葉
集
抜
書
』『
宗
祇
萬
葉
抄
』
に
は
「
右
作
者
未
詳
」
が
左
注
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
左
注
は
『
萬
葉
集
』
の
左
注
Ⓓ
を

意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、『
萬
葉
集
』
で
は
五
四
九
・
五
五
〇
・

五
五
一
に
関
す
る
左
注
で
あ
っ
て
当
該
歌
（
五
四
八
）
と
は
全
く
関
わ
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
当
該
歌
の
作
者
名
に
関
す
る
『
萬
葉
集
』
と
の
異
な
り
も
ま
た
両
書

そ
ろ
っ
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（

６
）

。

ま
た
、『
萬
葉
集
抜
書
』
に
は
わ
ず
か
に
注
釈
が
存
す
る
と
述
べ
た
が
、
こ

れ
も
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
に
確
認
さ
れ
る
。
一
例
（
７
一
四
一
七
）
を
挙
げ
よ
う
。

④
【
萬
葉
集
抜
書
】

羈
旅
哥　
　

此
哥
は
摂
津
国
也

な
こ
の
海
を
朝
こ
き
く
れ
は
海
中
に
か
こ
そ
鳴
な
る
あ
は
れ
そ
の
か
こ

　
【
宗
祇
萬
葉
抄
】

羈
旅

な津
國
也こ
の
海
を
今
朝
こ
き
く
れ
は
海
中
に
か水

主こ
そ
鳴
な
る
あ
は
れ
そ
の
か
こ
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れ
ゆ
か
ん
み
ん

歌
に
不
審
な
し
。
柴
を
よ
め
る
か
め
つ
ら
し
さ
に
書
入
侍
ぬ
。
右
の

歌
皆
人
丸
集
に
出
。

⑥
の
例
（
７
一
二
七
四
）
は
「
歌
に
不
審
な
し
」
と
述
べ
、
宗
祇
に
と
っ
て

こ
の
萬
葉
歌
の
表
現
や
歌
意
に
は
問
題
と
す
べ
き
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
注
釈
を
記
す
必
要
の
な
い
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
に
収
め
な

く
て
も
よ
い
萬
葉
歌
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
だ
が
、
あ
え
て
こ
の
萬
葉
歌
を
収

め
た
理
由
を
「
柴
を
よ
め
る
か
め
つ
ら
し
さ
に
書
入
侍
ぬ
」
と
記
す
。
こ
れ
も

⑤
と
同
様
の
理
由
か
ら
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
歌
で
あ
り
、
し

か
も
、
そ
の
歌
と
注
釈
は
『
萬
葉
集
抜
書
』
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑦
【
宗
祇
萬
葉
抄
】

雲
雀
あ
か
る
春
へ
と
さ
や
に
成
ぬ
れ
は
都
も
み
え
す
霞
棚
ひ
く

右
歌
家
持
作
也
。
す
か
た
お
も
し
ろ
く
覺
て
書
加
た（

侍
イ
）り

。

⑦
の
例
（
21
四
四
三
四
）
も
「
す
か
た
お
も
し
ろ
く
覺
て
書
加
た（

侍
イ
）り
」
と
記

す
こ
と
か
ら
、
⑤
⑥
と
同
様
の
理
由
、
つ
ま
り
、
家
持
の
歌
が
秀
逸
で
あ
る
た

め
に
書
き
加
え
ら
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
⑦
も
『
萬
葉
集

抜
書
』
に
は
見
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
歌
と
注
釈
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
⑤
⑥
⑦
の
例
は
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
時
点
で
新
た
に
書
き
加

え
ら
れ
た
萬
葉
歌
・
注
釈
と
考
え
ら
れ
、
な
お
か
つ
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
と
密
接

な
関
係
を
持
つ
『
萬
葉
集
抜
書
』
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
自
ず

と
『
萬
葉
集
抜
書
』
が
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
以
前
に
存
在
し
た
抄
出
本
『
萬
葉
集
』

や
②
注
釈
に
あ
る
「
愚
本
ぬ
き
書
」「
抄
書
に
く
は
へ
」
と
い
う
表
現
で
あ
る

こ
と
は
前
述
し
た
。
そ
こ
で
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
注
釈
を
確
認
す
る
と
、
こ

れ
と
類
似
す
る
表
現
を
他
に
三
例
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
【
宗
祇
萬
葉
抄
】

あ
し
の
葉
に
夕
霧
た
ち
て
鴨
か
ね
の
寒
き
夕
し
犹
や
忍
は
ん

歌
に
儀
な
し
。
犹
や
し
の
は
ん
は
戀
の
心
也
。
鴨
か
音
と
よ
め
る
間

書
入
侍
り
。
此
註
に
も
此
歌
は
や
さ
し
き
歌
也
と
か
け
る
、
さ
も
と

見
え
侍
り
ぬ
。

⑤
の
例
（
11
三
五
七
〇
）
に
は
①
②
に
も
認
め
ら
れ
た
「
此
註
」
が
確
認
さ

れ
る
が
、
こ
れ
は
仙
覚
『
萬
葉
集
註
釈
』
に
「
此
歌
ハ
コ
ト
ハ
ワ
カ
ヒ
コ
ヽ
ロ

ハ
セ
ヤ
サ
シ
キ
哥
也
（「
ワ
」
は
「
ツ
」
の
誤
写
）」
と
同
内
容
の
注
釈
が
認
め

ら
れ
る
。
こ
の
例
か
ら
も
①
②
の「
此
註
」は
両
角
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に『
萬

葉
集
註
釈
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
⑤
に
は
「
鴨
か
音
と

よ
め
る
間
書
入
侍
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
祇
が
学
び
培
っ
て
き
た
王
朝
和

歌
の
知
見
で
は
鴨
の
鳴
く
声
を
詠
ん
だ
歌
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
珍
し
さ
と
と
も
に
、
仙
覚
の
「
や
さ
し
き
歌
」
と
い
う
見
解
に
同
意
見
で

あ
っ
た
宗
祇
は
こ
の
萬
葉
歌
を
書
き
入
れ
て
、
そ
の
理
由
を
記
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
と
記
さ
れ
た
⑤

の
歌
と
注
釈
は
『
萬
葉
集
抜
書
』
に
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

⑥
【
宗
祇
萬
葉
抄
】

住
の
江
の
い
て
み
の
濱
の
柴
な
か
り
そ
ね
乙
め
ら
か
あ
か
も
の
す
そ
の
ぬ
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【
萬
葉
集
抜
書
】
巻
十
五
部
分

遣
使
新
羅
使
人
等
各
悲
別
贈
答
及
海
路
慟
情
陳
思
并
当
所
誦
之
古
哥

3171
む
こ
の
浦
の
い
り
え
の
す
と
り
は
く
ゝ
め
る
君
を
は
な
れ
て
恋
に
し
ぬ
へ

し
▼
三
五
八
〇
→
ナ
シ

3111
君
か
行
う
み
へ
の
や
と
に
霧
た
ゝ
は
あ
か
た
ち
な
け
く
い
き
と
し
り
ま
せ

3111
秋
さ
れ
は
あ
ひ
み
ん
も
の
を
な
に
し
か
も
霧
に
た
つ
へ
く
な
け
き
し
ま
さ

ん
3116
わ
か
れ
な
は
う
ら
か
な
し
け
ん
あ
か
衣
下
に
を
き
ま
せ
た
ゝ
に
逢
ま
て
に

3117
わ
か
故
に
お
も
ひ
な
や
せ
そ
秋
か
せ
の
ふ
か
ん
そ
の
月
あ
は
ん
も
の
故

3111
は
る

く
と
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
し
か
れ
と
も
あ
た
し
心
の
あ
か
も
た
な
く

に

右
六
首
贈
答

⑧
の
例
は
『
宗
祇
萬
葉
抄
』『
萬
葉
集
抜
書
』
と
も
に
巻
十
五
の
巻
頭
歌
か

ら
始
ま
り
、
本
稿
で
は
「
右
六
首
贈
答
」
の
左
注
が
あ
る
部
分
ま
で
を
示
し
て

い
る
（
た
だ
し
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
は
目
録
、『
萬
葉
集
抜
書
』
は
題
詞
の
本
文

を
最
初
に
載
せ
る
）。
そ
の
上
で
、「
右
六
首
」
を
ふ
ま
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
数

を
数
え
る
と
、『
萬
葉
集
抜
書
』
の
歌
数
が
左
注
と
一
致
す
る
六
首
に
対
し
て
、

『
宗
祇
萬
葉
抄
』
は
歌
数
が
一
首
多
い
七
首
と
な
り
左
注
と
合
わ
な
い
。
そ
の

理
由
は
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
に
だ
け
二
首
目
の
「
お
ほ
舟
に
」
歌
（
三
五
八
〇
）

が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
で
は
こ
の
萬
葉
歌
と

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
両
書
に
見
え
る
萬
葉
歌
の
増
減
に
関

し
て
い
え
ば
、
次
の
例
も
『
萬
葉
集
抜
書
』
と
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
前
後
関
係

を
う
か
が
わ
せ
る
あ
り
よ
う
で
あ
る
。

⑧
【
宗
祇
萬
葉
抄
】
巻
十
五
部
分
（
題
詞
の
傍
記
は
省
略
し
た
）

天
平
八
年
丙
子
夏
六
月
遺
使
新
羅
國
之
時
使
人
等
各
悲
別
贈
答
及
海
路

之
上
慟
旅
陳
思
作
歌
並
當
所
誦
詠
古
歌
少
々
抄
之

3171
む
こ
の
浦
の
入
江
の
す
鳥
は
く
ゝ
め
る
君
を
は
な
れ
て
戀
に
し
ぬ
へ
し

入
江
の
巢
鳥
を
我
身
に
し
て
よ
め
り
。
女
の
歌
也
。

▼
3580
お
ほ
舟
に
妹
の
る
物
に
あ
ら
ま
せ
は
は
く
ゝ
み
も
ち
て
ゆ
か
ま
し
物
を

是
は
返
事
也
。
新
羅
の
使
な
れ
は
、
か
ゝ
る
船
に
妹
を
の
す
る
事
な

き
を
歎
き
て
よ
め
り
。

3111
君
か
行
海
邊
の
宿
に
霧
た
ゝ
は
あ
が
た
ち
な
け
く
い息
き
と
し
り
ま
せ

是
も
女
の
歌
也
。

3111
秋
さ
ら
は
あ
ひ
み
ん
物
を
な
に
し
か
も
君
に
た
つ
へ
く
歎
し
ま
さ
ん

此
歌
の
心
は
、
秋
さ
ら
は
歸
こ
ん
物
を
と
な
く
さ
め
た
る
心
也
。

3116
わ女

か
れ
な
は
う
ら
か
な
し
け
ん
あ
か
衣
し
た
に
を
き
ま
せ
た
ゝ
に
逢
ま
て

に
3117
我男

ゆ
へ
に
お
も
ひ
な
や
せ
そ
秋
風
の
ふ
か
ん
そ
の
月
あ
は
ん
も
の
ゆ
へ

3111
は女

る

く
と
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
し
か
れ
と
も
あ
た
し
心
を（

あ
イ
）
わ
か
も
た
な
く

に

右
六
首
贈
答
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の
白
き
こ
と
く
、
朝
夕
み
れ
と
も
あ
か
ぬ
君
そ
と
よ
め
り
。

笠
朝
臣
金
村
盬
津
山
作
歌

361
し
ほ
つ
山
う
ち
こ
え
ゆ
け
は
我
の
れ
る
馬
そ
つ
ま
つ
く
家
こ
ふ
ら
し
も

　
【
萬
葉
集
抜
書
】

363
み
さ
こ
ゐ
る
あ
ら
い
そ
に
生
る
な
の
り
そ
の
名
の
り
は
つ
け
よ
お
や
は
し

る
と
も

ⓐ
三
五
五
→
ナ
シ 

ⓑ
三
七
四
→
ナ
シ 

ⓒ
三
七
六
→
ナ
シ 

ⓓ
三
七
七
→
ナ
シ

笠
朝
臣
金
村
塩
津
山
作
哥

361
し
ほ
つ
山
う
ち
こ
え
行
は
我
の
れ
る
馬
そ
つ
ま
つ
く
家
こ
ふ
ら
し
も

⑧
の
例
は
、
巻
三
の
部
分
を
『
萬
葉
集
抜
書
』
と
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
で
比
較

し
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
歌
（
三
六
三
）
と
最
後
の
歌
（
三
六
五
）
は
両
書

と
も
に
確
認
さ
れ
異
文
も
認
め
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、そ
の
他
の
点
で
は『
宗

祇
萬
葉
抄
』
に
の
み
見
え
る
ⓐ
～
ⓓ
の
あ
り
よ
う
か
ら
、
両
書
の
相
違
点
が
い

く
つ
か
確
認
さ
れ
る
。

ま
ず
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
で
は
そ
の
間
に
あ
る
ⓐ
～
ⓓ
の
歌
・
歌
句
は
三
五
五
・

三
七
四
・
三
七
六
・
三
七
七
と
『
萬
葉
集
』
の
歌
順
通
り
に
並
ぶ
も
の
の
、
最

初
の
歌
（
三
六
三
）
と
ⓐ
（
三
五
五
）、最
後
の
歌
（
三
六
五
）
と
ⓑ
ⓒ
ⓓ
（
三

七
四
・
三
七
六
・
三
七
七
）
は
『
萬
葉
集
』
と
は
逆
順
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
み
に
あ
る
萬
葉
歌
の
多
く
は
、
そ
の
直
前
、
直
後
に
あ
る

両
書
共
通
の
萬
葉
歌
と
歌
の
順
序
が
『
萬
葉
集
』
と
前
後
す
る
け
れ
ど
も
、『
宗

祇
萬
葉
抄
』
の
み
の
萬
葉
歌
歌
群
の
中
で
は
『
萬
葉
集
』
通
り
に
並
ぶ
例
が
少

注
釈
が
追
加
さ
れ
た
た
め
に
歌
数
が
変
わ
っ
た
の
だ
が
、
萬
葉
歌
が
増
え
た
上

で
の
左
注
が
修
正
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
「
六
首
」
の
ま
ま
で
残
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
例
は
「
書
入
・
書
加
」
と
い
う
表
現
は
な
い
も
の
の
、
明
ら

か
に
『
萬
葉
集
抜
書
』
が
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
に
先
行
す
る
歌
書
で
あ
る
こ
と
が

見
て
と
れ
る
。

そ
し
て
、次
の
例
は
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、『
萬

葉
集
抜
書
』
が
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
に
先
行
す
る
抄
出
本
『
萬
葉
集
』
で
あ
る
こ

と
を
も
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
【
宗
祇
萬
葉
抄
】
巻
三
部
分

363
み
さ
こ
ゐ
る
あ
ら
礒
に
生
る
な
の
り
そ
の
な
の
り
は
つ
け
よ
親
は
し
る
と

も

是
は
戀
の
歌
也
。
親
は
し
る
と
も
と
云
は
、
親
の
い
さ
む
る
事
な
れ

は
か
く
よ
め
り
。

ⓐ
355
し
つ
の
岩
屋
の
歌
は
吉
野
也
。
大
な
ん
ち
の
神
の
ま
し
ま
す
か
と
よ
め
り
。

ⓑ
374
雨
ふ
れ
は
さ
ゝ
む
と
思
ふ
か
さ
の
山
と
云
歌
も
御
笠
の
山
の
次
に
あ
り
。

三
笠
の
山
を
笠
の
山
と
も
い
へ
る
歟
。
石
上
乙
丸
朝
臣
の
歌
也
。

ⓒ
376
秋
津
羽
の
袖
ふ
る
い
も
あ
き
つ
は
と
は
う
す
き
物
也
。
乙
女
な
と
の
袖
の

う
つ
く
し
き
う
す
も
の
を
よ
め
り
。

ⓓ
377
あ
を
山
の
嶺
の
し
ら
雲
朝
に
け
に
つ
ね
に
み
れ
と
も
め
つ
ら
し
き
我
君

歌
の
心
は
、
靑
山
に
白
き
雲
の
た
ち
た
る
は
目
に
つ
く
へ
き
事
也
。

朝
に
け
に
は
朝
夕
也
。
古
今
に
は
朝
な
け
に
と
い
へ
り
。
此
山
の
雲
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は
萬
葉
歌
を
選
択
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
選
択
し
た
萬
葉
歌
の
一
首

全
体
を
仮
名
漢
字
交
じ
り
で
記
し
、
題
詞
や
左
注
も
漢
字
表
記
で
萬
葉
歌
と
と

も
に
載
せ
た
。
そ
の
内
容
は
『
萬
葉
集
』
に
従
い
つ
つ
、
そ
の
規
模
を
縮
小
し

た
萬
葉
選
歌
集
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
萬
葉
集
抜
書
』
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
仙

覚
『
萬
葉
集
註
釈
』
を
軸
に
自
ら
の
関
心
に
従
っ
て
適
宜
注
釈
を
書
き
加
え
て

い
っ
た
の
が
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
で
あ
る
。
な
お
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
①
奥
書

に
は
「
さ
た
め
て
か
き
ち
か
へ
な
と
お
ほ
か
る
へ
く
覺
え
侍
り
ぬ
。
萬
一
御
一

見（
覧
）

の
人
は
御
筆
を
く
は
へ
給
へ
き
者
也
」と
あ
る
。
こ
こ
に
は『
宗
祇
萬
葉
抄
』

が
誰
か
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
宗
祇
が
想
像
さ
れ
る
。
彼
は
『
萬

葉
集
抜
書
』
も
誰
か
に
読
ま
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
注
釈
を
記
す
こ
と
も
想
定

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
両
書
に
は
宗
祇
の
個
人
的
関
心
だ
け
で
な
く
、
他

者
の
求
め
に
応
じ
た
な
ど
、
読
ま
れ
る
こ
と
へ
の
意
識
の
有
無
に
つ
い
て
も
考

慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
先
行
研
究
の
驥
尾
に
付
し
、『
萬
葉
集
抜
書
』
と
い
う
従
来
注
目
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
歌
書
が
、
宗
祇
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
抄
出
本
『
萬
葉
集
』

で
あ
り
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
土
台
と
な
っ
た
歌
書
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
具
体

的
に
明
ら
か
に
し
た
ま
で
で
あ
る
。『
萬
葉
集
抜
書
』
を
加
え
た
上
で
の
歌
本

文
の
性
格
、
抄
出
の
意
図
、
注
釈
と
の
関
係
な
ど
、
宗
祇
の
『
萬
葉
集
』
享
受

の
本
質
に
関
わ
る
問
題
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
述
べ

た
『
萬
葉
集
抜
書
』
は
中
世
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
享
受
と
い
う
観
点
か
ら
も

看
過
で
き
な
い
歌
書
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
く
な
い
（『
萬
葉
集
抜
書
』
は
ほ
ぼ
『
萬
葉
集
』
の
歌
順
と
同
じ
）。

次
に
、
ⓐ
ⓑ
ⓒ
は
萬
葉
歌
の
歌
句
を
示
す
が
、
こ
の
よ
う
な
短
歌
や
長
歌
の

一
部
を
提
示
す
る
例
が
複
数
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
み
の
特

徴
で
あ
る
（『
萬
葉
集
抜
書
』
で
は
一
首
全
て
を
示
す
）。

ま
た
、ⓐ
～
ⓓ
に
は
題
詞
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、こ
れ
も
『
宗
祇
萬
葉
抄
』

に
の
み
見
え
る
歌
の
性
格
の
一
つ
で
あ
る
（『
萬
葉
集
抜
書
』
は
『
萬
葉
集
』

に
対
応
し
た
題
詞
、
左
注
を
有
す
る
歌
が
多
い
）。

そ
し
て
、
最
も
注
意
さ
れ
る
の
が
ⓐ
～
ⓓ
を
始
め
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
み
に

見
え
る
萬
葉
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
注
釈
を
伴
う
こ
と
で
あ
る
（『
萬
葉
集
抜
書
』

の
注
釈
の
数
は
極
め
て
少
な
く
、
注
釈
へ
の
意
識
が
か
な
り
希
薄
で
あ
る
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
み
に
認
め
ら
れ
る
ⓐ
～
ⓓ
の
歌
（
歌

句
）
と
注
釈
は
、
注
釈
と
と
も
に
示
す
必
要
の
あ
っ
た
歌
と
し
て
追
加
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
と
同
様
・
類
似
す
る
例
も
ま
た
『
宗
祇
萬
葉
抄
』

の
作
成
時
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
宗
祇
萬
葉
抄
』
以
前

の
宗
祇
に
よ
る
抄
出
本
『
萬
葉
集
』
の
存
在
は
小
島
氏
、
両
角
氏
に
よ
っ
て
想

定
さ
れ
て
い
た
が
実
際
に
現
存
し
、
そ
れ
に
該
当
す
る
の
が
『
萬
葉
集
抜
書
』

で
あ
る
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

五
・
ま
と
め

宗
祇
が
『
萬
葉
集
』
に
関
す
る
歌
書
を
作
成
す
る
上
で
最
初
に
行
っ
た
こ
と
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「
笠
朝
臣
金
村
」
が
脱
落
し
て
い
た
（
紀
州
本
は
「
笠
朝
臣
金
村
」
が
な
く
別

筆
で
補
わ
れ
る
）、
も
し
く
は
「
笠
朝
臣
金
村
」
を
長
歌
の
み
の
作
者
名
と
捉

え
た
こ
と
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
両
書
に
は
歌
本
文
に
少
し
異
な
り
が
認
め
ら
れ
る
が
、『
萬
葉
集
抜
書
』
の
方

が
『
萬
葉
集
』
と
対
応
す
る
。
な
お
、仙
覚
『
萬
葉
集
註
釈
』
の
本
文
は
『
仁

和
寺
蔵
萬
葉
集
註
釈
（
京
都
大
学
国
語
国
文
学
資
料
叢
書
別
巻
二
）』（
臨
川

書
店
）
に
よ
る
。

注
（
１
）
由
阿
と
二
条
良
基
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之
氏
「
由
阿
・
良
基
と

そ
の
著
書
」（『
萬
葉
集
大
成　

文
獻
篇
』
一
九
五
三
）
な
ど
参
照
。

（
2
）
荒
木
尚
氏
『『
言
塵
集
』
―
本
文
と
研
究
―
』（
汲
古
書
院
）。

（
3
）
室
町
時
代
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
享
受
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之
氏
「
室
町

期
に
於
け
る
萬
葉
集　

附
、研
究
年
表
草
案
」（『
国
語
国
文
』十
二
巻
十
号（
一

九
四
二
・
一
〇
）
な
ど
参
照
。

（
1
）
な
お
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
の
「
範
政
」（
久
保
木

哲
夫
氏
執
筆
）
に
は
、
範
政
が
応
永
二
十
～
三
十
年
代
に
典
籍
を
大
量
に
書

写
校
合
し
て
お
り
、
了
俊
と
の
縁
で
親
本
を
入
手
し
た
場
合
も
多
か
っ
た
ら

し
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
了
俊
と
禁
裏
御
本
と
の
関
係
は
現
時

点
で
は
判
然
と
し
な
い
。

（
1
）
近
年
、
池
原
陽
斉
氏
が
三
条
西
実
隆
『
萬
葉
一
葉
抄
』
の
本
文
が
寛
元
本
系

に
近
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（「『
萬
葉
一
葉
抄
』と
京
都
大
学
本『
万
葉
集
』

―
寛
元
本
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
万
葉
集
伝
本
の
書
写
形
態
の
総
合
的

研
究　

論
文
編
』（
二
〇
一
七
・
三
））。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は

あ
る
が
、『
実
隆
公
記
』
に
は
文
明
十
六
（
一
四
八
四
）
年
十
一
月
に
、
宗
祇

か
ら
実
隆
に
『
萬
葉
集
』（
巻
一
～
六
欠
）
が
送
ら
れ
て
い
る
と
い
う
記
録
が

見
え
る
。『
萬
葉
一
葉
抄
』
が
寛
元
本
的
性
格
を
有
す
る
こ
と
は
、
自
ず
と
宗

祇
の
『
萬
葉
集
』
の
性
格
を
示
唆
し
て
い
よ
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別

稿
で
改
め
て
述
べ
る
。

（
6
）『
萬
葉
集
抜
書
』『
宗
祇
萬
葉
抄
』
の
作
者
名
が
『
萬
葉
集
』
と
異
な
る
理
由

は
Ⓑ
の
題
詞
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
Ⓑ
の
題
詞
は
神
宮
文
庫
本
、
西
本

願
寺
本
、
温
故
堂
本
で
は
「
得
娘
子
笠
朝
臣
金
村
作
歌
一
首
并
短
歌
」
と
あ

る
が
、そ
の
他
の
伝
本
は
「
得
娘
子
作
歌
一
首
并
短
歌
」
と
あ
っ
て
次
行
に
「
笠

朝
臣
金
村
」
を
記
す
。『
宗
祇
萬
葉
抄
』『
萬
葉
集
抜
書
』
の
題
詞
は
後
者
に

近
い
。
そ
う
す
る
と
、
両
書
の
あ
り
よ
う
は
、
使
用
し
た
『
萬
葉
集
』
で
は




